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大学生活について 

教育文化学部長 佐藤修司 

こども発達コース・教職実践専攻教員 

新入生の皆さん、在学生の皆さん、２０２０年

度は異例の幕開けとなりましたが、後ろ向きにば

かりとらえず、新たな挑戦と受け止め、前向きに

進みましょう。遠隔授業、ＩＣＴ活用も、これまで

の日本の教育の弱点とされてきたところで、高い

学力で有名な秋田も例外ではありません。これを

機会に、ＩＣＴ機器を活用した、秋田の探究型授

業を深化させたいところです。 

 夜明けは最も暗いともいいます。トンネルの中

にいると、いつ外に出られるのか不安になります。

でも、そこにとどまっていては決して出口にはた

どり着けません。できないことを探すのではなく、

できることを探して、進みましょう。 

 みなさんは決して一人ではありません。いろん

な形でつながることができます。本学部・研究科

の教職員は、一体となって皆さんを支えます。皆

さんも、助けられる存在から、危機を乗り越える

主体として、ぜひ私達の取り組みの一員に加わっ

てください。若い人たちこそ、私達の希望です。 

 不安や悩みは共有することで半減されていきま

す。喜びや楽しさは共有することで倍加します。

学生同士でも助け合って、まだ見ぬ世界を切り拓

きましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊みなおと増刊号は、新型コロナウィルスの感染拡大を受

け、入学式、新入生・在学生ガイダンスが中止され、学生

には大学構内への立ち入りが制限・禁止となり、自宅待機

と健康観察記録が求められ、5月 11日からの遠隔授業によ

る授業開始となって、精神的にも経済的にも困難な状況に

置かれている新入生、在学生のみなさんにエールを送ろう

と企画発行されたものです。新入生のアネットへの登録に

より、配信が可能になったタイミングで開始しました。そ

んな時代もあったね、と思い出せるような日々の到来を待

ちたいところです。
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学校教育課程の新入生・在学生の皆さま 

                      学校教育課程主任 遠藤敏明 

教育実践コース教員 

本来ならば、新入生や在校生ガイダンスで皆さ

んの元気な姿を拝見し、お話することができたの

ですが、本年度は、この様な事態になり、残念で申

し訳ない事と思っております。 

私の担当は美術です。美術というと絵画や彫刻

と思うかもしれませんが、私は「工芸」が専門で

す。高等学校の芸術科目のなかで「工芸」という授

業科目がありますが、あまり馴染みがないかもし

れません。小学校「図画工作」や中学校「美術」の

中で、工作や工芸のことだと思ってください。 

明治時代に、スウェーデンで行われていた「ス

ロイド教育」を日本人が学び、その後、日本で「手

工科」という教科として取り入れられました。こ

れが日本の工作教育の始まりです。私は日本の大

学を卒業した後、スウェーデンの大学に留学しま

した。日本やスウェーデンで学んだことを、ぜひ

皆さんにお伝えしたいと思っています。 

学生だった私は、スウェーデンに留学してすぐ

に、授業も始まらず、友人も知人もまったくいな

くて、ホテルやユースホステルを利用しなくては

なりませんでした。もちろん不安でした。そこで

大学のある町の野山を歩いたり、図書館に行って

本を読んだりして時間を過ごしました。そのよう

な経験からでしょうか、ここ秋田でも太平山を眺

めると不思議と落ち着くのです。太平山は本当に

美しい山ですので、ぜひ皆さんにも眺めていただ

きたいです。スウェーデンでの経験、工作・工芸に

ついて『木でつくろう 手でつくろう』（小峰書店）

という児童向けの本を書きました。秋田の市立図

書館や県立図書館にありますので、図書館に行く

機会があれば、興味ある方はぜひご一読ください。

工芸は、実際に材料に触れて、道具を使い、ものを

つくることから学ぶので、ネットや文書で遠くか

らお伝えすることに限りがありますが、いずれお

目にかかる時を楽しみにしております。 
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サークルに入った方がいいのか？ 

 地域文化学科主任 和泉 浩 

地域社会コース教員 

例年だとこの時期、大学のさまざまなサークル

や部などが新入生の勧誘活動を行い、サークルに

入ろうか、どのサークルにしようか、と迷う新入

生たちも多くいます（部の方が練習など本格的で

厳しいようです）。見学に行って、当初考えていな

かったサークルに入った先輩たちもかなりいるよ

うです。サークルの雰囲気は、実際に見て、活動し

てみないとわからないところもあります。年によ

ってメンバーが変わるため、かなり変わることも

あるようです。大学の「公認団体」になるためには

10人以上の学生と継続的な活動実績が求められる

ので、人数の少ないところは勧誘活動を必死に行

わないと公認団体ではなくなってしまいます。先

輩の卒業とともに消滅するところも出てきます。

大学の公認団体は『キャンパスライフ』に出てい

ます。 

サークルに入った方がいいのか？ これはどち

らでもかまいません。ですが、大学での「授業（学

業）以外」の活動が、就職活動や公務員試験で書か

されたり、聞かれることがよくあります。そのと

きに困らないようにしておくことも考えておきま

しょう。ボランティアなどの活動でも大丈夫で、

サークルに入っていなかった先輩たちも、就職し、

公務員試験に合格していっているので、サークル

に入らない人も心配しないで、ただし何か「ネタ」

を作っていけるようにしてもらえるといいと思い

ます。「ネタ」づくりにやったことから、いろいろ

なことを見つけたり、経験できた先輩も多くいま

す。たとえば卒論のテーマなど。 

自分のやりたかったサークルがない、というこ

ともあります。その場合は自分で作ることもでき

ます。同好会からはじめて、継続的に活動し、人を

集めて 10名以上になると、公認団体として認めら

れる可能性があります。むかし私のゼミ生でボク

シング・サークルを作った学生がいました。私は

まったくボクシングをやったことがないのですが、

その学生の頼みで数年間、ボクシング・サークル

の顧問をやったこともあります。ところで、スポ

ーツで人を殴ることは、なぜ犯罪にならないの

か？ルールがあればいいのか？合意があればいい

のか？大学ではこんなことも考えたり、研究のテ

ーマになったりもします。 
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☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆みなおと増刊２号 2020年 4月 14日☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆ 

 

誰かと繋がろう 

心理実践コース・心理教育実践専攻教員 柴田 健 

テレビをつけると新型コロナウィルスのニュー

スばかり，しかもキャスターや解説者が，離れて

座っていたり，画面の中から話をしています。さ

らにネットを見ても，どこの県で感染者が何人増

えただの，「岩手県が優勝！」だのそんな話題ばか

りです。 

このご時世，どうしても不安になってしまいま

すよね。特に一人暮らしの方，新入生の方は本当

にどうして良いのか分からなくなっているかもし

れません。でも，不安になっているのは決してあ

なた一人ではありません。おそらくみんなが同じ

ように不安を感じています。 

こうした不安は体にさまざまな影響を及ぼしま

す。例えば，睡眠が浅くなったり，日中何もする気

が無くなったり，逆に部屋の中をうろうろと歩き

回ったり，食欲がなくなったり，逆に食欲があり

すぎたり，感情の面でもやたらと攻撃的になった

り，逆に涙もろくなったりします。 

こうしたときの対処法が，ネット上にあふれて

います。運動してみよう，散歩しよう，瞑想しよ

う，これまでやってみなかったことをやってみよ

う，などなど。これらのことを何かやってみるこ

とは，不安に打ち勝つためにとても大事です。是

非とも，自分のやれる範囲でやってみてください。 

でも，さらに大切なことは，親しい人と連絡を

とることです。このご時世なので，みんなで集ま

ってはしゃぐことはできないけれど，連絡を取る

ことはできます。もっと良いのは，お互いの顔を

見て話すことです。最近は Line や ZOOM，Skypeな

どを使えば比較的簡単にできます。「えー？，相手

の時間を奪うことにならないかな」なんて考える

必要はありません。どうせ，みんな暇なのです。毎

日計画を立てて，勉強している人なんか，まあい

ないでしょう（いたらごめんなさい）。きっと付き

合ってくれますよ。 

なんか不安だな，心配だなと思うときほど，相

手の顔を見て話す時間を作って下さい。そうする

ことで友人の状態，さらには自分の状態も知るこ

とができるでしょう。相手もきっと喜びます。 

誰かと繋がること，まずはここから始めてみま

せんか？ 
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☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆みなおと増刊３号 2020年 4月 14日☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆ 

 

「閉じこもり生活」の過ごし方（前編） 

心理教育実践専攻長 中野 良樹 

心理実践コース・心理教育実践専攻教員 

 学生のみなさん、本来なら心がわき立つ春にい

きなりの自宅待機を強いられ、ストレスを感じて

いる人もいるでしょう。私は認知心理学が専門で

すが、人間は対象が変化して（例えば、動いたり、

形を変えたり、明るさや色の見え方が変わったり

して）初めて対象がどうなっているのかが知覚で

きます。面白いのは、対象が全く動かず変化しな

いときでも、人は自身の眼球を細かく高速に動か

すことで、相対的に対象の視え方を変化させてい

ます（「固視微動」と言います）。例えば、試しに白

いメモ用紙に小さな黒円を描いて、白いテーブル

の上に置きます。テーブルが白でなければメモ用

紙を白い台紙の上に置きます。そして、片目をつ

ぶって自分の頭と眼球が決して動かないようにし

て、黒円をじーっと見つめます。するとメモ用紙

の縁がぼやけてテーブルと同化し、いずれ見えな

くなります。一点を凝視することで固視微動が抑

えられ、対象の輪郭が知覚できなくなるのです。

このように、環境の変化は人間が世界を理解する

ために欠かせないことですから、逆に変化に乏し

い環境そのものがストレス因になります。 

それを回避する心得として、フランスの AFP 通

信が面白い記事を載せていました。「閉じこもり生

活のアドバイス、宇宙飛行士から潜水艦艦長まで」

という見出しで、各界のエキスパートがアドバイ

スをしています。最初は、国際宇宙ステーション

で約 1 年間を過ごした元宇宙飛行士スコット・ケ

リー氏。「いつになったら終わるのか分からない中

で、予想通りになるものが必要だ。宇宙で 1 年間

暮らすのと同じようなことだ。とにかく日課を決

めること。決まった時間に起き、決まった時間に

眠ること。運動を日課とすることも必要だ。外に

出られないなら、窓を開け、外に顔を出す。それを

日課の一部とすることだ」。あれ？むしろ変わらな

い日課の大切さを強調していますね。（後編につづ

く） 
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☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆みなおと増刊４号 2020年 4月 15日☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆ 

 

木の芽時 

研究科教職実践専攻長 鎌田 信 

こども発達コース・教職実践専攻教員 

山々の残雪も少なくなり、木々が芽吹き、桜は

咲き、気温も徐々に上がり・・・巷では新型コロナ

ウィルスへの対応で大変な時期ではありますが、

それでも季節は巡り、春を迎えています。自然の

驚異と偉大さに人間がいかに小さな存在であるの

か、あらためて考えさせられています。 

新入生も在学生も目標をもって大学・大学院を

受験し、難関を突破して見事合格し、秋田大学に

入学しました。将来、教員となり子供達の学びを

伸ばしてやりたいと思う者、地方公務員となり地

域を活性化したいと考える者、企業に入り教育文

化学部での学びを活かしたいと思う者、など思い

は様々なことと思います。こんな時期ではありま

すが、こんなに時間のあるときこそ、もう一度、何

のために大学に、何のために大学院に進学したの

か、今ここにいる原点を問い直す良い機会と捉え

自分を見つめ直してみるのもいいかもしれません。 

想定していなかった壁にぶつかった気分でいる

人もいるかもしれませんが、皆さんと一緒にこの

難局を乗り越えていきましょう。 

大学構内は桜が花開いています。今年も青空に

映えてとても綺麗です。見せてやれないのは残念

ですが想像し、キャンパスに思いを馳せてくださ

い。 
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 ☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆みなおと増刊５号 2020年 4月 15日☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆ 

 

ZOOMで友達とつながろう！ 

遠隔授業サポートチーム・チーフ 林 信太郎 

理数教育コース・教職実践専攻教員 

教育文化学部の皆さん，教職大学院のそして理

数教育コースの林信太郎です。これからの授業で

は ZOOM というアプリを使う機会が多くなりそう

です。ZOOMは勉強に使うだけではなく，様々な使

い道があります。ZOOMを使って会議をする人はも

ちろんいます。でも，ZOOMを使って宴会をする人

が増えているという報道がありました。新型コロ

ナウィルスに感染する心配なく，楽しめるからで

すが，本当に楽しいのか？こんな疑問を持ちつつ

ためしに理数教育コースの教員で宴会を開催しま

した。もこれがもうたいへん楽しいのです。自宅

からのアクセスですので，奥様が登場したり，赤

ちゃんが登場したり，猫ちゃんがカメラの前にや

ってきたり。私はついつい飲みすぎてしまい，少

し反省しています。少しですけど。 

真面目な話，ZOOMは就職活動の面接にも使われ

ます。ZOOM面接のコツはとにかく「笑顔」。表情は

はっきり出した方がいいようです。そしてカメラ

セッテイングも大事です。カメラの位置は目線よ

りも上に，そして斜め 45度前方から光が当たるよ

うに工夫します。窓際などなかなかよろしいと思

います。美肌モードを使うのもポイントの一つで

すね。 

さて，この ZOOMですが，友達との交流に使いま

しょう。時間を決めて交流会をやるのは実に簡単

です。新入生の皆さんは，ZOOMのミーティングに

集まって自己紹介して友達作りと人間関係作りを

していただければと思います。会えなくても仲良

くなれる。なかなかいい時代ですね。新型コロナ

は困りますが。 

なお，ZOOMはセキュリティに問題があるという

報道があります。ZOOMを使うときは秘密の話はし

ない，パスワードを秘密にするなどの対策を取っ

てください。 

写真：私。鳥海山を ZOOMのバーチャル背景にす

るとこうなります。 
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町を捨てよ、書を読もう 

学部長補佐 小池 孝範 

こども発達コース教員 

学生の皆さんは、不自由な生活を送る中で、不

安な気持ちになっていることと思います。そして

不自由な中での「ひま」な時間をどう過ごしたら

いいか、頭を悩ませているかもしれません。 

さて、皆さんは「学校」の意味を考えたことがあ

りますか？学校をあらわす英語“school”は、ギ

リシャ語の“schole”(スコレー)に由来するとさ

れています。このスコレーは「ひま（暇）」を意味

します。学校が「ひま」？と奇妙に思うかもしれま

せん。学校は、もともと苦しい労働から解放され

た「ひま」を使って、自由に学んだり、話し合った

りする場所だったわけです。そう考えると、「ひま」

は決して消極的なものではなく、積極的なもの、

何かのためではなく、自分が自分らしく生きるこ

とができる時間といえるかもしれません。 

で、ようやく今回のタイトルです。このタイト

ルは、寺山修司という詩人・劇作家が書いた本の

タイトル、『書を捨てよ、町へ出よう』をもじった

ものです。こんなタイトルの本を出していながら、

寺山は大変な読書家でした。「書を捨てる」ために

は、「書を読んでいること」が前提になります。ぜ

ひ、この「ひま」な時間を利用していろんな本を

読んでみませんか。そして、再び自由に町に出ら

れるようになった時には、書を捨てて町に出まし

ょう。まずは、「書を捨てる」ために「書を読んで」

みませんか。 

今の状況をふまえ、7 月末までの約 3カ月間、e-

bookの利用が緩和されます。秋田大学でも、附属

図書館の HPの電子ブックから、いろんな本が読め

るようになっています。ぜひ、ふだんは読まない

ような本を読んでみてください。本を捨てるため

に！ 
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ダイバーシティ（多様性）  

副学部長 武田 篤 

特別支援教育コース・教職実践専攻教員 

みなさんが学ぶ教育文化学部には、人文・社会

科学から自然科学にまで及ぶ幅広い学問分野にわ

たる研究者が集っています。その数は、百名近く

を数えます。本学部の強みは、この幅広い様々な

専門分野を網羅する「知」の多様性にあります。そ

して、どの教授陣も学生諸君もこの多様性を尊重

し、大切にしています。この多様性を尊重し大切

にする姿勢は、これからの時代を生きるみなさん

にとって，とても大きな「力」になると考えます。 

多様性が尊重され、大切にされるのは、ある特

定の民族や宗教、特定の考えや政治的意見だけが

優越するのではなく、各々の存在がその価値を持

っているからに他なりません。自分とは違った価

値や考えを異質なものとして排除するのではなく、

それらを自らの内に取り込むことによって、様々

な事態に対し、しなやかに対応していくことので

きる、凛とした本当の強さと優しさを手にいれる

ことができます。 

そのためには、異なった価値や考えとたえずコ

ミュニケーションをし、互いにその良さを評価し

あうことを大切にすることです。今、社会で求め

られている本当のコミュニケーション能力とは、

「立場や世代が違う人を理解し、自分との接点を

見つけ、関係をつないでいく力」なのです。知の多

様性を尊重する本学の学びのなかでこそ，この力

を育み，開花させることができると確信しており

ます。ぜひ，共に学び合いましょう！ 
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違いを楽しむ 

副学部長 林 良雄 

地域社会コース教員 

私は大阪生まれの大阪育ち。縁あってこの秋田

で教鞭をとっております。秋田に来た時にはいろ

いろカルチャーショックを受けました。まず、風

習が違います。秋田では大晦日にごちそうを食べ

るのですが、私は大晦日は年越しそば程度で、正

月になったら御馳走が出るのが普通です。また、

お雑煮です。各地で違うのはご存知でしょうか。

大阪では白みそ仕立てで丸餅（焼かずに煮る）で

すが、秋田は鶏出汁のすましで角餅（焼いたもの）

です。元旦の雑煮は私が作るのですが、余り通販

が盛んでなかったころは、年末白みそと丸餅を求

めてスーパー巡りをしていました。白みその雑煮

を食べないと、どうしても正月になった気がしな

いので。 

勿論、言葉も、「んだ」「でかす」「なげる（捨て

る）」など聞きなれない言葉が目白押し。中高年の

方のはっきりしない発音も聞き取れない（今もで

すが）。でも、考えてみれば、大阪のことばも方言

の一つ。例えば「ほんでな（それでね）」「ほる（捨

てる）」「めばちこ（ものもらい）」など秋田の人に

はわからない言葉が私の言葉です。 

このような違いについて、私は“面白い”と思え

ました。面白いと思えるのは“違い“と認識できる

からではないかと思います。どちらかが上だと思

えば、見下すあるいは卑下することになります。

自分の持っている文化について誇りを持っている

けれど、他人の文化も同じように認めること。こ

れが興味を広げてくれます。違いを楽しめれば、

色んな事が面白く見えるかもしれません。 

因みに、方言については国立国語研究所の日本

言語地図 

https://www.ninjal.ac.jp/publication/catal

ogue/laj_map/の『日本言語地図』地図画像を見る

と楽しいですよ。また、大阪弁を楽しみたければ

漫才よりも上方落語をお勧めします。特に桂米朝

が良いです。ちなみに落語には上方落語と江戸落

語（例えば古今亭志ん朝）があります。ついでに講

談も面白いですよ。神田伯山なども是非聞いてみ

てください。 
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「閉じこもり生活」の過ごし方（後編） 

心理教育実践専攻長 中野 良樹 

心理実践コース・心理教育実践専攻教員 

「閉じこもり生活のアドバイス、宇宙飛行士か

ら潜水艦艦長まで」のつづきです。次にアドバイ

スをくれたのは、原子力潜水艦の元艦長ビンセン

ト・ラルノーディエッフェル氏。「閉じ込められた

空間で仕事をやり遂げるには、自分なりの『使命』

を見つけ、それに注力する。毎日やることを決め、

しっかり守る。…（自分への）猶予期間だと思っ

て、何かをやり遂げること」が大事だと言います。

みなさんの今を前向きに捉えれば、季節は春、秋

田大学に入った気持ちや理由をふり返り、何か新

しいことに取り組むにはちょうど良い期間でしょ

う。 

そんなちょっとした変化も大切なのかもしれま

せん。海洋冒険家で、女性として初めて単独ヨッ

ト世界一周を果たしたイザベル・オティシエ氏は、

「（自分に与えられた）その時間を使って新しいこ

とをする。読書やいつもと違う音楽を聴く、日記

を書く、写真を撮る、絵を始めること」など新しい

挑戦を勧めています。一方で、何よりも大事なの

は、先のことを考え過ぎないことで、オティシエ

氏が海に出て独りで過ごす時間の長さに直面した

とき、最初にしたのは「日数を数えるのをやめた

こと」だそうです。心理学では「いま、ここ」が大

切だと言います。 

３人の閉じこもりプロフェッショナルのアドバ

イスをまとめると、「自分の日課を毎日守る」こと

と、「自分にとっての新しい何かに挑戦する」こと

が大切なようです。両者は一見反対のことに思え

ますが、実は、私たちが世界を視る際の対象と背

景の関係に似ています。人間が対象やその変化を

認識するには、同時に安定した背景が必要です。

つまり、みなさんの今は変化に乏しい毎日ではな

く、安定した生活のもとで自分のわずかな変化や

成長にも気づける良い機会といえます。 

この難局のなかでも、日々じわじわ成長するみ

なさんにお会いできる日を心待ちにしています。 
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昨日・今日・明日 三つの世界のはざまで 

学部長補佐 長谷川 章 

国際文化コース教員 

海外旅行は中止。東京や仙台にも行けなくなる。

それどころか、地元の映画館で映画を観た後、本

屋に寄り、買った本をカフェで読む、そんな普通

のことさえできなくなる日が来ようとは。私たち

の今は驚くほど変わってしまいました。 

 つい昨日までの元の世界に戻りたい。そう願う

のは当然でしょう。でも、今日の世界と昨日の世

界のはざまに身をおきながら、過去に目をこらす

と、元の世界はそんなに完璧だったのか、その時

の欠陥が今の混乱に拍車をかけているのでは、と

も思えてきます。 

 一方、この事態が終息した明日の世界に目を向

けてみましょう。今日と明日の世界のはざまから

見ても、向こう側は見通しがききません。多分、今

の世界のことを真剣に考えないと、先の世界は見

えないようです。今のさまざまな苦境が救われる

には明日の世界がどうあればいいか、それを実直

に考え続けるしかありません。 

 みんながこうした状況にいるせいか、今、カミ

ュの小説『ペスト』（新潮文庫）がベストセラーに

なっています。伝染病が襲った都市の人々の闘い

を描いた傑作です。でも、こんな時に読むのは重

いなあと考える人には、ぜひ『ペスト』を熱くクー

ルに論じた下記のラジオ番組をお勧めします。 

 

NHK 第１ 高橋源一郎の飛ぶ教室（本年 3/20放送 

聴き逃し配信 4/30 22:55終了 無料） 

https://www.nhk.or.jp/radio/player/ondemand.

html?p=6324_01_255789 

 

 6 分目から本格化する作家高橋氏の話は無論魅

力的です。しかし、圧倒的なのは後半ゲストのヤ

マザキマリ氏（『テルマエ・ロマエ』の漫画家）。イ

タリア人夫がコロナで同国北部に目下ロックアウ

トの様子と日本との落差を、カミュそっちのけで

熱弁しながら、最終的にはカミュに収斂させてい

くのです。 

 これを聴いて感じ入ったのは、危機の渦中でこ

そ、怒れ・疑え・議論せよという、彼の地の強靭な

精神性です。それは、今、秋田にいる私たちにも根

底的なところで勇気を与えてくれるように思えま

す。 
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秋田大学教育文化学部附属特別支援学校の紹介 

 附属学校経営委員長 藤井慶博 

特別支援教育コース・教職実践専攻教員・附属特別支援学校長 

 ５月 11日より授業が開始されそうです。学生の

みなさんと共に学べること嬉しく思います。しば

らくは遠隔による授業になります。新型コロナウ

ィルスが収束して Face to Face の授業が一日も

早くできることを祈っています。新型ウィルスが

収束しても、もとの世の中に戻るのではなく、何

かしら変化が生じるのではないかと私は思ってい

ます。その変化とは、人々の公衆衛生や緊急事態

への意識の高まり、テレワークといった働き方改

革など、社会にとって良い変化として現れること

を期待しています。 

 話題は変わりますが、私は平成 30年度から附属

特別支援学校長を兼務し今年で３年目を迎えます

ので、今回は学校の紹介をさせていただきます。 

 附属特別支援学校は、昭和 47年に開校し間もな

く 50周年を迎えます。秋田県内初めての知的障害

児を教育する養護学校（現在は「特別支援学校」と

呼ぶ）として、児童生徒の教育のみならず、特別支

援学校教員免許状取得のための教育実習の受入れ、

教員の研修機会の提供などの役割を担っています。 

 小学部・中学部・高等部と３つの学部を設置し、

最長 12 年間の一貫教育により、障害のある子ども

たちの自立と社会参加を目指しています。近年の

卒業生の主な進路先として、スターバックスコー

ヒー（直近２年間で３人）、保育所のほか、本学教

育文化学部事務室や中央図書館などでも働いてお

ります。皆さん、瞳キラキラ輝かせて頑張ってい

ますよ。 

 秋田市竿燈まつりに毎年参加し今年で 35 回目

を迎える予定でしたが、まつりが中止となったた

め、学内で披露するなどの場を作りたいと考えて

います。 

 学生さんとのお付合いとしては、教育実習や介

護等体験という実習の機会があります。また、年

に３回本学手形キャンパスにおいて、カフェと作

業学習製品販売会を行い、毎回たくさんのお客様

にご来場いただいております。皆さんも是非お出

でください。 

 私は、これまで特別支援学校の子どもたちと触

れあったことがきっかけで、自らの進路を特別支

援学校教員へと変更した学生さんを何人もみてき

ました。特別支援学校の子どもたちは自然体で学

生さんと接しているだけなのですが、学生さんた

ちにとっては自らの生き方在り方に問いを立て、

進路に大きな影響を及ぼしているのです。彼らの

どこに他者の人生に影響を及ぼす力が秘められて

いるのでしょうか？ 

 機会がありましたら、是非附属特別支援学校に

お出でいただき、その答えを見つけてください。

ご来校大歓迎いたします。 

附属特別支援学校ＨＰ 

http://www.sh.akita-u.ac.jp/index.html 

インスタもありますよ！ 

https://www.instagram.com/akita_okushi/?hl=j

a 
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映画鑑賞のすすめ 

学部長補佐・学生協議会議長 臼木智昭 

地域社会コース教員 

みなさんこんにちは。臼木と申します。家にこ

もってばかりいると、つい気持ちが滅入り勝ちに

なりますよね。そんな皆さんには、是非映画鑑賞

をおすすめしたいと思います。 

そこで、今回は、「気持ちがアガる」映画を２つ

ほどご紹介したいと思います。 

実は、私の担当する経営組織論では、授業の内

容を理解する上で参考になる「映画」をご紹介し

ていますので、興味がある方は履修してみてくだ

さい。（ちゃっかり宣伝です） 

①プラダを着た悪魔 

アン・ハサウェイ主演で大ヒットしたコメディ

タッチの映画です。 

大学を卒業し、ジャーナリストをめざしてニュ

ーヨークにやってきた、オシャレにまったく興味

のないアンディ（ハサウェイ）が、一流ファッショ

ン誌のカリスマ編集長のアシスタントになります。 

朝から晩まで鳴り続けるケイタイと横暴（悪魔

的）な命令で、私生活はめちゃめちゃになり、その

上編集長からは「センス、ゼロ!!」と酷評され、努

力とやる気だけでは闘えないことを思い知らされ

ます。しかし、周囲から励まされて上司に合わせ

る努力をしていき、その姿勢を周囲が評価してく

れるようになり、結果として仕事がうまくいくい

ようになっていきます。 

余談ですが、経営組織論では、このアンディの

ように周囲に合わせる努力、つまり組織に適応す

ることを「組織社会化」と呼びます。 

②マイ・インターン 

アン・ハサウェイと名優ロバート・デ・ニーロが

ダブル主演の映画です。 

ニューヨークでファッション通販企業の社長ジ

ュールス（ハサウェイ）は、公私ともに充実した生

活を送っています。 

ある日、会社の福祉事業の一環で、シニア・イン

ターンのベン（デニーロ）を雇用することになり、

彼女の下に配属されます。最初は４０歳も年長の

ベンとうまくいきませんでしたが、徐々に彼の仕

事ぶりを認めるようになり、最後には彼のアドバ

イスに勇気をもらうようになっていきます。 

こちらの映画は、企業トップが直面する厳しい

現実や、組織内の人材活用などを学ぶことができ

る映画です。でもそれ以上に、映画のシチュエー

ションが「プラダを着た悪魔」の続編のような印

象を与えるので、ついアン・ハサウエィを応援し

たくなります。 

また機会があれば、また違った映画をご紹介し

たいと思います。 

なお、鑑賞される時には、ネット環境・視聴料金

には注意の上でご覧くださいね。 
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時間の進み方は人それぞれ？ 

       学部長補佐・教務学生委員長 林 正彦 

理数教育コース教員 

自宅待機が続いている中，みなさんの時間はど

んなふうに流れているでしょか？ 

今，大学では，行き交う学生さんのざわめきも

なく，まるで時間が止まったような中で桜の花だ

けがきれいに咲いています。時間の流れ方は歳を

重ねる程，速く感じられるという話も聞きますが，

最近のニュースで，『東京スカイツリーの展望台で

は時間が地表よりも１日に約 10 億分の 4.26 秒速

く進むことを東大のグループが観測した』という

のを知っていますか？ 時間計測技術の進歩を示

す実験ですが，そもそもなぜ時間の進み方が高度

によって違うのでしょうか？ 

実はこのことは，アインシュタインの一般相対

性理論が約 100 年前に予言したことでした。原因

は重力で，スカイツリー展望台よりも地球の中心

に近い地表では，重力がより強いために時間の進

み方が遅くなるのです。それでは，時間の流れを

もっと遅くしたければどうすれば良いでしょう

か？ 地球の中心にもっと近づく，つまり地中に

潜る？ いいえ，潜ることによってわれわれの頭

上に来る大地は，万有引力によってわれわれを地

球の中心とは反対の方向に引っ張るのでこれはダ

メです。正解は「地球を圧縮して小さくする」で

す。そうすると，われわれは地球の重力の中心に

近づき，新しい地表では時間は遅く流れるはずで

す。この圧縮を続けていくとどうなるでしょう

か？ ある半径まで圧縮すると時間の流れは止ま

ってしまいます。この半径を「シュワルツシルト

半径」と呼びます。地球の場合それは約 1cmです。

人間が圧縮するのはとても無理そうですが，「ブラ

ックホール」はそんな天体です。また，高度によっ

て時間の進み方が違うという知識は，実は携帯や

カーナビの GPS が正しく動作するためには必要で

す。 

・・・こんな話で，ちょっとは気が紛れたでしょ

うか？（物理，嫌わないでネ） 葉桜になった頃，

みなさんと『新しい授業』作りに挑戦するのを楽

しみにしています。 
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インターネット上で本を読もう！ 

教育推進主管 上田晴彦 

地域社会コース教員 

新型コロナウィルスが猛威を振るう中，新入生・

在校生の皆様は，どのようにお過ごしでしょうか。

学生の皆様は不要不急の外出を厳に慎むよう要請

されているので，自宅に籠っていることが多いと

思われます。精神衛生上，友達と LINEするのもよ

いですが，こんな時こそ是非本を読みましょう！ 

もちろん手持ちの本があればよいですが，なく

ても大丈夫です。世の中には「青空文庫」というも

のがあり，著作権の消滅した作品を中心としたさ

まざまな名著を，インターネット上において無料

で読むことができます。ちなみに私はこのサイト

で，アレニウス著『宇宙の始まり』を読んで感銘を

受けました。 

このようなサイトは探してみれば色々あるもの

で，著作権に抵触しないよう，シャーロック・ホー

ムズの全ての作品を改めて原作から翻訳し直して

公開している「コンプリート・シャーロック・ホー

ムズ」も私のお気に入りです。このサイトでは『這

う男』を初めて読みました。（昔 NHKでやっていた

「人形劇シャーロック・ホームズ」を息子と一緒

に見て以来，是非とも読んでみたい作品でした。）

また同じく，著作権の切れた外国の書物を最初か

ら翻訳し，インターネット上で公開する「プロジ

ェクト杉田玄白」にもお世話になりました。この

サイトでは，キャロル・ルイス著『不思議の国のア

リス』および『鏡の国のアリス』を読んでみまし

た。 

実は私は「プレゼンテーション技法」という授

業を担当しており，受講者にはビブリオバトル（書

評合戦）をやってもらっています。皆さんも是非，

お気に入りの作品を探して読んでみてください。

きっと至福の時間が過ごせると思います。 

 

コロナウィルスが収束し，皆様にお会いできる

ようになることを，心から楽しみにしています。 
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☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆みなおと増刊 15号 2020年 4月 27日☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆ 

 

温かい日課 

学務委員長・国際交流委員長 佐々木 雅子 

英語教育コース教員 

モノトーンだった風景が春の陽光で元気に咲く

花々で彩られていきます。さて，外出自粛により

日課の大切さが謳われる中，皆さんは日課をどの

ように楽しんでいますか? 

数ある日課の中で，私が朝一番に行うことは太

陽にあいさつ!?することです。新たな気持ちが芽

生え，朝の太陽にはリセットの力があると確信し

ます。なぜ太陽はからだと心を新たにするのか? 

科学的なことは別として，私にとっては温かさが

理由です。朝の生まれたての太陽は，旅人の上着

を脱がせたイソップ寓話の「北風と太陽」の強く

照りつける太陽と違って，徐々に光を届け，徐々

に温かさを感じさせます。温かい太陽が好きです。

温かさには力があると思います。強制的ではなく，

自主性が芽を出すのを大切に待ってくれるような，

抑制された強さがあります。温かさを感じた時，

人は本当の意味で動き始めると思います。 

もう一つの日課は，朝日新聞の「折々のことば」

を読むことです。今朝(4/23)のことばは，「強制的

にさせられる努力は，もろいのです」（横尾忠則）。

努力を楽しむという気持ちに加え，慈しむような

温かさを感じれば，努力はさらに続くと思いまし

た。  

最後に夕食後の日課。ハーブティーを飲みます。

タイム，セージ，レモンバーム，ハイビスカス，ロ

ーズヒップ等々，様々なブレンドを日によって選

ぶのですが，２㎝四方の持ち手の紙にひとつひと

つ違うことば（Make a wish! Enjoy the moment! 

Learn to let go! Stay true to yourself! 等々）

が書かれているブランドを愛用しています。それ

らのことばを日々の励ましと捉え，くつろぎます。 

温かさによって，植物も人も安心して花を咲か

せていくと感じます。この想定外の状況の中で，

温かさによって引き出し合う力を合わせれば，こ

の難局を乗り越えていけると信じています。みな

さんに直接再会できる日が一日でも早くなるよう，

授業作りをすることも日課になっています。 
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☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆みなおと増刊 16号 2020年 4月 28日☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆ 

 

「日常生活」観察のすすめ（１） 

キャリア委員長 篠原秀一 

地域社会コース教員 

この「コロナウィルス感染拡大防止」に努める

状況で、私たちの「日常生活」はどのように成り立

っているのか。いまは、このことを再発見・確認す

る良い機会です。 

どうしても食料を調達するために、「三密」を避

けつつ気をつけて食料品店に行けば、そこで売ら

れている商品は、必ず誰かが作り、誰かが流通さ

せているからそこにあるわけで、吉野源三郎さん

が『君たちはどう生きるか』の冒頭から慎重に紹

介する「生産関係」、アダム・スミスが『国富論』

で示した時空間的に連関する「分業（者）」の身近

な事例を観察できます。一方で、自宅と食料品店

を往復する道すがら、あるいは公園などで気をつ

けながら一息つくとき、ふと周りを見渡せば、（他

者がいなければなおさらですが、）人間以外の自然

界は相変わらずに存在しています。いまはちょう

ど桜の盛りが過ぎるところでしょうか。人間たち

が動き回らない分だけ、空気がより清浄で蟻など

の昆虫たちや鳥たちは活動しやすいかも知れませ

ん。そこにはいつもと変わらない「日常」があるよ

うです。 

私たち、あるいは私自身の「日常生活」が上記の

ように、どれだけの人々に支えられ、どれだけの

地域が関わっているかは、本当に今回の体験で分

かります。「自分だけが」という発想では、自分も

それを支えてくれる「社会」も持続できない、とい

うことを感じられるのではないでしょうか。「巣ご

もり」しつつも、「巣」は外側との関係が物理的に

も精神的にも断たれては持続できないということ

で、皆が苦労するわけですね。 

現在、全国の大学教員が、従来の対面式授業に

なるべく代われる遠隔授業を（私は悪戦苦闘しな

がら）工夫して準備中です。準備しながら痛切に

感じるのは、大学授業も含めて、お互いに身近に

対して話ができる有り難さです。対面式授業だか

らこそ簡単にできることが、遠隔授業ではできな

いのです。（無論、逆もありますが。）あらためて自

分の授業を思考実験的に「観察」してよく分かり

ました。 

私自身の研究についていうならば、野外観察・

聞き取り調査などの現地調査によるところが多い

ので、これから１年以上に及ぶかも知れない移動

制限状況で、どのように研究を進めていくかが難

題です。これまで集めた多くの研究地域資料をこ

の機会によく吟味・分析してまとめること、ある

いはより広域の地域を対象とする地域統計分析な

どを試みるのが良いのでしょう。 
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☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆みなおと増刊 17号 2020年 4月 30日☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆ 

 

「日常生活」観察のすすめ（２） 

キャリア委員長 篠原秀一 

地域社会コース教員 

さて、現在の私たちの「日常生活」に無駄はなか

ったか、あるいは不足はなかったか？自分の「巣」

の中を見渡してみて下さい。こういった「観察」だ

けですべてが判明するわけではないのですが、気

づかされることもあります。たとえば、私自身の

自宅と研究室には、本が有り過ぎて大変なことに

なっています。寿命が尽きる 20 年（？）くらい後

までに使わない、読まない本は持っていても無駄

ですね。そのような本を廃棄するのは嫌なので、

他者に譲渡するか売るしかありません。ここでも

他者たちは自分を支えてくれます。できれば、「無

駄」も抱えていられれば、本当に贅沢ですけれど。 

では、不足はないか？ 私自身は、人間たちは

その社会も包み込んでいる「自然（あるいは地球）」

をもっと大切にする気持ちを持ち続けるべきで、

それがかなり不足していたと感じています。回復

限界を超えた自然破壊が進むと、必ず、人間社会

にも異常気象や土砂・水の災害や特定生物の異常

繁殖や疫病などが襲来する（地殻活動による破局

噴火や巨大地震、太陽輻射による気候変動などは

別ですが）ようです。人間は自然をある程度破壊

せざるを得ない文明を次々と築いてきましたが、

いい加減、地球上の他の生物たちとの共存を自分

たちの一部として今まで以上に考えるべきなの

かも知れません。 

話が大げさになりましたが、身近に考えるなら

ば、私たちの日常生活は互いに助け合いながら

も、自律性（あるいは自立性？）がなさ過ぎまし

たと思うのです。いかがでしょうか？ たとえ

ば、身近に家庭菜園くらいなければ不安ですか

ら、まずは野菜作りなどから、「日常生活」を変え

ていくのもよいかも知れません。「日常生活」に最

低限何が必要か、ある程度「無駄（余裕？）」もよ

い意味で抱えつつ、どのように自分（（たち）の「日

常生活」を（場合によっては全く新しい発想で）個

人的に社会的に組み立てていくのか、その再組織

の機会を私たちは与えられているのかも知れませ

ん。その再組織の契機を、身近な観察と思考実験

からも少しずつつかめると私は考えています。 
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☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆みなおと増刊 18号 2020年 5月 1日☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆ 

 

今年の『日本文化理解』 

国際文化コース教員 志立正知 

我が家の近くを、草生津川が流れています。秋

田市内の桜の名所のひとつとして知られており、

毎年、春になると川の両岸が満開の桜で美しく彩

られます。 

ここ何年もの間、仕事に追われてゆっくりと眺

める機会がなかったのですが、今年は、授業の開

始が遅れるということもあり、何度か散歩がてら

桜を眺めることが出来ました。 

例年よりも少し早く、蕾が膨らむ頃から、最初

の一輪が咲き始め、三分咲きとなり、五分咲きと

なり、先週あたりに満開を迎えていたかとおもう

と、今週は早くも散り始めていました。「あなたは

桜が好きね」と家内には笑われますが、こうして

ゆっくりとした時間を過す中で、西行や業平が桜

を眺めた心に少し共感することが出来ました。 

『古今和歌集』春上には業平が渚の院の桜を見

て詠んだ歌が載せられています。 

世の中にたえて桜のなかりせば 春の心はのど

けからまし 

『伊勢物語』では、この業平の歌に対し「ある人

が」 

散ればこそいとど桜はめでたけれ 憂き世にな

にか久しかるべき 

と返したというエピソードが続けられています。

今年の『日本文化理解』ではこんな和歌の背景と

なった日本人の「うき世」観について考えてみた

いと思っています。 

桜が散るとともに、いよいよ大学の授業も始ま

ろうとしています。みなさん、履修登録は無事に

終ったでしょうか。先日来、Zoomを使って学生さ

んとの面談を行ってきました（みなさんわりと元

気そうでホットしました）。こうしたデジタル機器

には弱い人間ですが、おかげで何とか使うことが

できるようになりました。連休明けからはいよい

よ授業が始まります。あと少しの辛抱。元気な皆

さんと授業でお会いすることを楽しみにしていま

す。 
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☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆みなおと増刊 19号 2020年 5月 7日☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆ 

 

「いつも通りの私」でいるために 

心理実践コース教員 北島 正人 

昨日今日の 2 日間、朝の情報番組「スッキリ」

では、司会の加藤浩次さんが家で本格的なラーメ

ンを作るという企画をやっていましたね。「感性で

作ればいいんだ」と言っていた加藤さんの T シャ

ツに「Don’t feel, think」と書いてあったこと

で、SNSでは「矛盾している」と話題になったそう

です。 

さて、この新型コロナウィルス感染症の予防策

として外出自粛と大学での遠隔授業が必要な事態

になっています。経験したことのない未曽有（み

ぞう）の事態に、誰も戸惑っています。心の調子に

ついても「いつもと変わらないよ」という人もい

るでしょうし、「なんだか眠れない」、「昼夜逆転生

活になってきた」という人もいることでしょう。

不安が高くなると、ガスの元栓や家のカギがちゃ

んと締まっているか何度も確かめたりする確認行

為が増えることもあります。これらは、ふつうに

よくあることです。 

よくわからない、漠然とした状況は不安を生じ

やすい環境です。逆に言えば、不安を低減するた

めには不安を「感じる」ままやり過ごすのではな

く、確実な情報・知識を取り入れ、具体的な対策を

「考える」ことが大切です。SNSでは真偽不明の

うわさがさまざま飛び交っていますが、個人がで

きる具体的な予防策として外出の自粛、三密の回

避、手洗い、うがいなどが挙げられています。「情

報の取り込み過剰」は心理的にも混乱しやすい要

因です。シンプルで確かな情報のみを採用し、具

体的な対策を講じた上で、「いつも通りの私」で

過ごしましょう。 

東北医科薬科大学医学部感染症学教室「（新型

コロナウィルス感染症市民向け感染予防ハンド

ブック〔第 1 版〕）2020/02/25（参照 2020/04/26） 

 

http://www.hosp.tohoku-

mpu.ac.jp/manager/wp-

content/uploads/2020/02/%E6%96%B0%E5%9E%8B%E

3%82%B3%E3%83%AD%E3%83%8A%E3%82%A6%E3%82%A4%

E3%83%AB%E3%82%B9%E6%84%9F%E6%9F%93%E7%97%87

_%E5%B8%82%E6%B0%91%E5%90%91%E3%81%91%E3%83%

8F%E3%83%B3%E3%83%89%E3%83%96%E3%83%83%E3%82

%AF_20200225.pdf（クリックしてね） 
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http://www.hosp.tohoku-mpu.ac.jp/manager/wp-content/uploads/2020/02/%E6%96%B0%E5%9E%8B%E3%82%B3%E3%83%AD%E3%83%8A%E3%82%A6%E3%82%A4%E3%83%AB%E3%82%B9%E6%84%9F%E6%9F%93%E7%97%87_%E5%B8%82%E6%B0%91%E5%90%91%E3%81%91%E3%83%8F%E3%83%B3%E3%83%89%E3%83%96%E3%83%83%E3%82%AF_20200225.pdf
http://www.hosp.tohoku-mpu.ac.jp/manager/wp-content/uploads/2020/02/%E6%96%B0%E5%9E%8B%E3%82%B3%E3%83%AD%E3%83%8A%E3%82%A6%E3%82%A4%E3%83%AB%E3%82%B9%E6%84%9F%E6%9F%93%E7%97%87_%E5%B8%82%E6%B0%91%E5%90%91%E3%81%91%E3%83%8F%E3%83%B3%E3%83%89%E3%83%96%E3%83%83%E3%82%AF_20200225.pdf
http://www.hosp.tohoku-mpu.ac.jp/manager/wp-content/uploads/2020/02/%E6%96%B0%E5%9E%8B%E3%82%B3%E3%83%AD%E3%83%8A%E3%82%A6%E3%82%A4%E3%83%AB%E3%82%B9%E6%84%9F%E6%9F%93%E7%97%87_%E5%B8%82%E6%B0%91%E5%90%91%E3%81%91%E3%83%8F%E3%83%B3%E3%83%89%E3%83%96%E3%83%83%E3%82%AF_20200225.pdf
http://www.hosp.tohoku-mpu.ac.jp/manager/wp-content/uploads/2020/02/%E6%96%B0%E5%9E%8B%E3%82%B3%E3%83%AD%E3%83%8A%E3%82%A6%E3%82%A4%E3%83%AB%E3%82%B9%E6%84%9F%E6%9F%93%E7%97%87_%E5%B8%82%E6%B0%91%E5%90%91%E3%81%91%E3%83%8F%E3%83%B3%E3%83%89%E3%83%96%E3%83%83%E3%82%AF_20200225.pdf
http://www.hosp.tohoku-mpu.ac.jp/manager/wp-content/uploads/2020/02/%E6%96%B0%E5%9E%8B%E3%82%B3%E3%83%AD%E3%83%8A%E3%82%A6%E3%82%A4%E3%83%AB%E3%82%B9%E6%84%9F%E6%9F%93%E7%97%87_%E5%B8%82%E6%B0%91%E5%90%91%E3%81%91%E3%83%8F%E3%83%B3%E3%83%89%E3%83%96%E3%83%83%E3%82%AF_20200225.pdf
http://www.hosp.tohoku-mpu.ac.jp/manager/wp-content/uploads/2020/02/%E6%96%B0%E5%9E%8B%E3%82%B3%E3%83%AD%E3%83%8A%E3%82%A6%E3%82%A4%E3%83%AB%E3%82%B9%E6%84%9F%E6%9F%93%E7%97%87_%E5%B8%82%E6%B0%91%E5%90%91%E3%81%91%E3%83%8F%E3%83%B3%E3%83%89%E3%83%96%E3%83%83%E3%82%AF_20200225.pdf
http://www.hosp.tohoku-mpu.ac.jp/manager/wp-content/uploads/2020/02/%E6%96%B0%E5%9E%8B%E3%82%B3%E3%83%AD%E3%83%8A%E3%82%A6%E3%82%A4%E3%83%AB%E3%82%B9%E6%84%9F%E6%9F%93%E7%97%87_%E5%B8%82%E6%B0%91%E5%90%91%E3%81%91%E3%83%8F%E3%83%B3%E3%83%89%E3%83%96%E3%83%83%E3%82%AF_20200225.pdf
http://www.hosp.tohoku-mpu.ac.jp/manager/wp-content/uploads/2020/02/%E6%96%B0%E5%9E%8B%E3%82%B3%E3%83%AD%E3%83%8A%E3%82%A6%E3%82%A4%E3%83%AB%E3%82%B9%E6%84%9F%E6%9F%93%E7%97%87_%E5%B8%82%E6%B0%91%E5%90%91%E3%81%91%E3%83%8F%E3%83%B3%E3%83%89%E3%83%96%E3%83%83%E3%82%AF_20200225.pdf


 

 

☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆みなおと増刊 20号 2020年 5月 8日☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆ 

 

ねぇ，人間？ 

こども発達コース教員 山名裕子 

入学試験委員長 

私は乳幼児期の子どもの発達を研究しています。

最近は附属幼稚園に行き，子どもと遊びながら（私

が遊んでもらいながら？），子どもが世界をどんな

風に捉えたり，考えたりしているのかについて研

究しています。 

タイトルの「ねえ，人間？」は，今までで一番忘

れられない子どもからの質問です。子どもからい

ろいろ聞かれることは多いのですが，さすがに「人

間？」と聞かれたことはありませんでした。とっ

さに言葉が出てこなくて，不覚にもごく普通に「う，

うん」と応えてしまいました。彼は「ふーん」と一

言。内心，えっ，それでいいの？っと思ったのです

が，その後に続いた彼の言葉は，「ねぇ，昔は外国

人？」。え？え？とまた動揺してしまい，「うーん，

ずっと日本人かなぁ」とまた普通に応えてしまっ

たのです。彼は，また「ふーん」。そんな動揺して

いる私に彼はさらに「ねえ，おねえさん？おばち

ゃん？」…私がそれを決めてもいいの？とか，年

齢的にはおばちゃんだけど，せっかくだからおね

えさんかなぁと考えていると，「ねえ，誰のお母さ

ん？何組の先生？」と…。 

彼は３歳児ですが，「人間」という言葉を３歳児

が使うことは珍しいかもしれません。単語として

あまり出てはきません。もしかすると彼が想像世

界で何か考えているところに，私が登場したのか

もしれません。あるいは，素朴に何かを感じて（何

かはわかりませんが）思ったことを声にしていた

のかもしれません。４歳児だとこういう質問に「ど

うして？」が加わるかもしれません。５歳児にな

ると相手や状況に応じた「会話」が少しずつ増え

てきます。 

子どもが何かを理解していく，ということは

様々なことに疑問をもち，かかわりの中で様々な

ことを学んでいくことです。このような質問も，

おそらく幼稚園という彼にとって落ち着く空間で

出会えたからこそ生まれてきます。私がその場に

いて，幼稚園の先生とお話している様子や，他の

子どもとのかかわりを見ているからこそ，彼もま

た，私に何らかの興味を示してくれたのかもしれ

ません。 

かかわりが限定されている今，改めて子どもの

発達におけるかかわりの重要性を感じずにはいら

れません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

－22－



 

 

☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆みなおと増刊 21号 2020年 5月 11日☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆ 

 

何もしないをしよう 

心理実践コース教員 木村久仁子 

タイトルを見てピンと来た人は、ディズニー好

きでしょうか？それとも小さい頃、本が好きだっ

たでしょうか？ 

これは、みなさんご存じのクマのプーさんのセ

リフです。プーさん、呑気にはちみつをなめてい

るだけではありません。 

授業の開始が近づいてきました。ほとんどの人

にとって、経験したことのない長い休みになりま

したので、そろそろ「何か」をしたくなっている人

が多いのではないかと思います。 

この休みの間、自分は何をしたんだろう？と振

り返っている人もいるかもしれません。 

これまでも先生方からいろいろなご提案があり

ましたし、「授業の予習をした」「趣味に没頭」「部

屋が片付いた」など、自分なりに充実した時間が

過ごせたなあと思える人には、この先の文章は不

要です。そうではなく、「気が付いたら５月だった」

「結局何もしなかった・・・」と少し残念な気持ち

でいる人（私がそうです）は、よければ考えてみて

ください。 

本当にこの時間、何もしないで過ごしていたで

しょうか？毎日、体温を測り、ニュースをチェッ

クし、いつもより念入りに手を洗い、気が付いた

時には窓を開け、何より Stay Home を守っていま

せんでしたか？先が見えず、毎日事態が変化する

不安定なこの時期に、自分と周りの健康を守れて

いたら、まずはそれで十分です。 

とは言っても、もうちょっと何かしたらよかっ

たなあ・・・と思う人に、プーさんはさらに言いま

す。 

 

「何もしないことが最高の何かにつながるんだよ」 

 

授業が始まれば、レポートを書いたり、そのた

めの調べ物をしたり、また忙しい毎日になります。

何もしないではいられません。外出や三密など、

してはいけないことは教えてくれても、何をする

のが正解なのか教えてもらえなかったこの時間に

得たものは、今は見えなくても、いつか形になる

かもしれません。 

それでもやっぱり「何か」をしなくてはと思う

人がもしもいたら・・・そうですね、初めての遠隔

授業で戸惑う教員に向ける、温かいまなざしの準

備をお願いします。 

ではみなさん、授業でお会いしましょう。 
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始点と終点について 

             教育文化学部長 佐藤修司 

私が東京から秋田に来たのは 1995年の 4 月、学

部の中で最年少に近かったのですが、今や最も長

く学部にいる範疇に入りました。 

 ここ 5 年ほどで、若い頃に比べて時間の進み方

が早く感じるようになりました。考えるに、定年

退職だけみても、若い人にとって、そこまで 40 年

以上あるわけですから、1年の価値は 40分の 1 程

度、それに対して、残り 10 年程度になった人にと

っての 1 年の価値は 10分の 1 以上になります。遠

かったはずのゴールは、いつのまにかすぐ近くに、

容赦なく迫ってきます。 

逆に、私が 20 代の頃は、10 代の頃に比べて、時

間の流れがゆっくりになっている気がしていまし

た。10 代の頃は、毎年やるべきことが多くあり、

めまぐるしいのに対して、段々と変化が少なくな

ってくることもあるでしょう。生きてきた期間が

20 年以上と長くなることで、その 1 年の重みが 20

分の 1 へと減少していくことも関係するかもしれ

ません。 

加えて、先行きが見えずに不安であり、理不尽

な状況に耐えるしかないと思っていると、余計に

長く感じることも確かです。いつまでこの状態が

続くんだと、文句も言いたくなります。無力感と

孤立感、これを乗り越えて、自分なりにできるこ

と、つながれることを探すことも必要です。 

何でもできるわけではありません。若いときに

は十分な時間があって、順調なときは何でもでき

るように感じたりします。しかし、歳を重ねると、

できることは限られていることを知ります。その

ことをマイナスにとらえるのではなく、それが人

生だし、それが人間だし、自分なりによくやった

んだと思うことが重要です。 

要は、時間の流れの感じ方が、早い時期から遅

い時期を経て、また早い時期へと移り変わってい

く、それは意識が始点から終点へと変化するから

なのでしょう。マラソンなども同じですね。みな

さんにとって、学生時代が貴重な時間として刻ま

れるようにいつも応援しています。 

＊冬来たりなば春遠からじ、でも冬があるから春の喜びは

大きくなります。明けない夜はない、夜明け前は一番暗い、

でも夜が深いほど朝の爽やかさは際立ちます。冬には雪や

氷の美しさと楽しさを、夜には月や星の輝きとともしびの

暖かさを感じることができます。春や朝を待つだけでなく、

冬や夜をいとおしむ余裕を持ちたいところです。
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